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＜連絡事項＞

· 8/15全体連絡会議はありません。8/22に2週分行ないます。

· 全体連絡会議の記録になった方はＧＯＭ→ＡＯＭのルートで提出して下さい。

· ＩＯＯより経管栄養中のライントラブルによる誤嚥性肺炎が医療事故であり、医療技術レベルの低さをあらわすことを意識して下さい。報告書はきちんと提出して下さい。

· 小坂Ｄｒの勉強会、東Ｇの出席者は全員参加でした。他部署では欠席された方もいましたが評価に対象となる事を認識して下さい。

· 日誌回覧時の添付ファルはタイトル確認を行って下さい。日誌の回覧については資格者が回覧を心掛けるようにして下さい。
· Dユニット・スタッフ休憩室の、夜間のドアの開け閉め音がうるさいとの事。夜間の使用時は、ドアノブを押さえながら閉めるなどの配慮をしていきましょう。又、研修参加時にユニット内を通る際は静かに移動するよう心掛けて下さい。
· 教育委員会から第2回伝達講習があります。

日時：8月30日(水)　17：30～　　場所：メモリアルホール　

講師：清水G.O.M　　テーマ：「自立支援法について」
出席予定の方は、名簿に入力をお願いいたします。入力先は教育委員会フォルダ→H18教育委員会→伝達講習→「第2回伝達講習の出欠はこちら！」です。
· 捜査上の問い合わせについての対処方法のマニュアル整備を行っていくとの事。

＜患者様連絡事項＞

・木野　貢様～外泊から帰院後、家族面談を行っています。

　　　　　　　家族からは、

本人は9月になったら退院すると言っていた。今回は本人の強い希望で外泊したが余りさせたくは無かった。親戚も集まる事で飲酒の機会があり、神経を使いとても疲れたと話している。今回は、飲酒はしなかったがグラスの音には敏感に反応していたとの事。

　　　　　　　主治医からは、

　　　　　　　　今後もプログラムを実施し入院予定期間の３ヶ月は変わらない事。

今後の外泊についても外泊訓練として２泊する事も考えている事。

グラスの音を気にする等はきちんと意識しおり飲まないという行動を評価する事。

手指振戦はまだあるがアルコール依存症だけの問題だけでなくほかの原因も考えられる事。

　　　　　　　　プログラムを実施し、ビデオ学習を通して酒害を理解できてきている事。

今後は家族の方もプログラムに参加し勉強して頂きたい事を説明し家族も納得している。

　　　　　　　　勉強会への見学には、8/24ＡＭ、9/7ＡＭの9：30頃に来院するとの事。2回の実施で主治医は了解済み。

プログラム担当者は当日のスケジュールを調整し実施して下さい。
阿部　文香様～自室で過ごす事多く、日課時の声掛け、保清面での介助を要している。

　　　　　　　日常生活行動の低下を防ぐ為も日中はスタッフオフィス前で過ごして頂くよう声掛けして下さい。情報として清水徹様が診察を待っている際に手を振って近づき握手している行動が見られています。男性患者様との交流には注意が必要ですが所在の把握は充分に注意して観察して下さい。洗面、歯みがき、更衣など自ら行なう事少ない為、保清面もできているかどうか確認して促して下さい。促し方としては、会話時は文章で話すと殆ど理解できていない為、促しや介入時は単語主体でつなげるように話すと本人には解り易く、行動に移す事ができるとの事。

曽我　正子様～時々、便器の上に立ち、隣の男性部屋を覗く事や「猥褻な事をした。」等と性的な発言、行動が見られている。特に畑中成夫様に関しての性的な発言多い。

便器に立つ行為は器物破損や転倒による外傷の危険性ある為、行動時はすぐに止めるよう注意して下さい。それ以外は多弁、多動なく、以前より落ち着き見られ。夜間の睡眠も取れています。寝具の搬出搬入についてですが本人の現在の状態から破損の可能性が低い為、日中でも希望時は状態を観察して搬出搬入を行なってください。

排泄についても昨日は各勤務帯で排便があり腹部症状は見られていません。

便秘傾向である為、就寝時のシンラック液20滴は必ず投薬して下さい。













